
命と絆のシンポジウム命と絆のシンポジウム

　（本学OB獣医17期）
旭山動物園園長　坂東　　元

主催／酪農学園大学　　　共催／千代田区立日比谷図書文化館
後援／社団法人中央畜産会
　　　財団法人都市農山漁村交流活性化機構
協賛／酪農学園ミルク産業活性化推進会議

【お問い合わせ】
〒069-8501　北海道江別市文京台緑町582番地
酪農学園大学エクステンションセンター　生涯学習課　担当／奥寺
TEL：011-388-4131（直通）　FAX：011-387-2805
E-MAIL：rg-ext＠rakuno.ac.jp

酪農学園大学公開講座酪農学園大学公開講座

日時

定員 申込
締切

会場

2012年11月17日［土］13：00～16：15

150名（先着） 10月25日［木］ 必着

千代田区立日比谷図書文化館
東京都千代田区日比谷公園1－4

2012年11月17日［土］13：00～16：15

150名（先着） 10月25日［木］ 必着

千代田区立日比谷図書文化館
東京都千代田区日比谷公園1－4

受講料
無料

酪農学園大学獣医学群　教授　遠藤　大二

人間社会では、「死」は特別なものと考えられているが、動物の暮らしの中で生まれること、死ぬことは特別な
ことではない。「命は大切」の意味は本来「どう生きるか」である。現在、人間の経済活動と動物との共存に関し
て、地球規模で様々な摩擦が起きている。そこで私たちがどう生きるべきか、動物たちの暮らしを見つめるこ
とにより、考えていただきたい。

酪農学園大学農食環境学　教授　森田　　茂

基調講演

講演１

講演２

講演３

酪農学園大学獣医学郡　准教授　岩野　英知

「命を見つめる」

「日常生活のための放射線と放射能の知識」 

「警戒区域内における家畜への対応」 

「被災地復興を目的とした環境アセスメント支援プロジェクト」


